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復光への架け橋
球 磨 村 復 興 計 画 骨 子（ 案 ）



今月の
表紙 こがね保育園に移動ふれあ

い動物園「おとぎの国メル
ヘン」（南阿蘇村）がやって
きました。コロナ禍でさら
に災害もあり、久しぶりに
ロバやウサギなどの動物た
ちと触れ合い園児はとても
喜びました。

急流と鍾乳洞の里「球磨村」
球磨村は熊本県の南部にあります。令和２年７月豪雨災
害により本村は甚大な被害を受けました。10月 31日に
避難所を閉鎖し、本格的に仮設住宅での生活が始まりま
した。村民の一日も早い生活再建のため、村の復旧・復
興を見守り、ご支援いただければ幸いです。

　広報くまむら

年末の挨拶

復興への架け橋

生活関連情報の窓口

村内道路の通行規制について

風しんの抗体検査を受けましょう

くまむらライフ里山の暮らし

コミュニティ・スクール／刻「7・4」
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１月行事予定／

相談・乳幼児健診・休日在宅当番医

税を考える週間／文芸の広場

公費解体の申請期限を延長します／

令和２年７月豪雨義援金の第２次配分

21
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全国の皆さまの応援に感謝申し上げます
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　令和２年７月豪雨災害に伴い、全国の皆さまから義援金、寄附金、ふるさと納税な
どの多くの温かいご支援を賜り深く感謝申し上げます。復旧・復興には皆さまのお力
添えが必要です。引き続き本村を応援していただきますようよろしくお願いします。

義援金　 89,043,550 円
※このうち 41,440,000 円を災害義援金第１次配分として支給しました。

寄附金 62,596,310 円
ふるさと納税 228,341,950 円 12 月 10 日現在

紙面の中で日付に年号がないものはすべて「令和２年」です。また市外局番がないものはすべて「0966」です。



　
私
は
、
去
る
３
月
22
日
の
球
磨

村
長
選
挙
に
お
い
て
、「
人
口
減

少
を
緩
や
か
に
し
て
、
村
の
持
つ

豊
か
な
自
然
と
人
の
温
か
さ
を
子

や
孫
の
世
代
に
で
き
る
だ
け
今
の

状
態
の
ま
ま
繋
ぐ
」
を
目
標
に
掲

げ
、「
人
口
減
少
の
歯
止
め
」「
所

得
の
向
上
」「
地
域
福
祉
・
障
害

者
福
祉
の
向
上
」「
防
災
事
業
の

推
進
」「
子
育
て
と
教
育
支
援
」「
特

色
あ
る
地
域
づ
く
り
」
の
６
つ
の

公
約
の
実
現
と
新
し
い
村
政
の
あ

り
方
を
訴
え
、
多
く
の
皆
様
に
ご

支
援
を
い
た
だ
き
当
選
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
就
任
以
来
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
問
題
対
策
を

は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

役
場
の
事
業
内
容
を
精
査
し
な
が

ら
四
半
期
が
過
ぎ
、
公
約
の
実
現

に
向
け
様
々
な
事
業
を
展
開
し
よ

う
と
す
る
志
半
ば
で
の
７
月
豪
雨

災
害
は
、
今
で
も
脳
裏
に
焼
き
つ

き
、
頭
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
大
災
害
に
対
し
て
、
村
と
し

て
の
対
応
が
適
切
で
あ
っ
た
の

か
。
ま
だ
出
来
た
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
は
と
思
う
ば
か
り
で
す
。

　
改
め
て
、
お
亡
く
な
り
に
な
り

ま
し
た
25
名
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら

お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に

謹
ん
で
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
今
後
、
こ
の
災
害
の
検
証
を
重

ね
る
と
と
も
に
、
こ
の
教
訓
を
次

期
起
こ
り
得
る
災
害
に
備
え
、
改

め
て
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
現
在
の
復
旧
経
過
を
申
し
上
げ

ま
す
と
、
国
県
道
に
つ
き
ま
し
て

は
、
少
し
ず
つ
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
目
に
見
え
て
応
急
復
旧
が
進

ん
で
い
る
状
況
で
す
。
村
道
・
林

道
な
ど
に
お
き
ま
し
て
も
年
内
に

査
定
が
終
わ
り
、
来
年
度
以
降
の

工
事
発
注
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
な
お
、橋
梁
に
つ
き
ま
し
て
は
、

仮
橋
の
設
置
を
国
に
強
く
要
望
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
情
報
が
入
り

次
第
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

が
復
旧
し
て
い
な
い
地
域
も
あ

り
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
早
急
に
復
旧
す
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
、
懇
談
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
を
通
し
て
復
興
計
画
を

つ
く
り
上
げ
、
村
民
の
皆
さ
ま
が

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
、
村
づ
く
り
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
協

力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
特
に
住
民
の
皆
さ
ま
の
関
心
が

高
い
安
全
な
宅
地
の
確
保
に
つ
き

ま
し
て
は
、
被
災
さ
れ
ま
し
た

方
々
の
意
向
も
踏
ま
え
た
候
補
地

に
つ
い
て
、
国
・
県
と
協
力
し
な

が
ら
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
確

保
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
今
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
と
今

回
の
災
害
が
重
な
り
、
そ
の
対
応

な
ど
め
ま
ぐ
る
し
い
期
間
を
過
ご

す
と
と
も
に
、
本
村
に
と
っ
て
非

常
に
苦
難
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
避
難
者
に
対

す
る
地
域
の
方
々
に
よ
る
心
温
ま

る
炊
出
し
や
宿
泊
の
提
供
、
ま
た

現
在
も
続
い
て
お
り
ま
す
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
励

ま
さ
れ
、
勇
気
さ
え
感
じ
て
お
り

ま
す
。
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。　

　
仮
設
住
宅
な
ど
で
年
を
越
さ
れ

る
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
が
、
来

年
は
球
磨
村
に
と
っ
て
未
来
あ
ふ

れ
る
明
る
い
年
、
ま
た
、
住
民
の

皆
さ
ま
方
に
と
っ
て
、
穏
や
か
で

輝
か
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈

念
申
し
上
げ
、
年
末
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

年末の挨拶

球磨村長
松谷　浩一
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令
和
２
年
７
月
４
日
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
か
ら
ま
も
な
く
半
年
。
国
道
県
道
の
舗
装
も
少

し
ず
つ
進
み
、
復
旧
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
今
後
ど
の
よ
う
に
生
活
し
た
ら
い
い
の
か
、
村
の
将
来
は
ど
う
な
る
の
か
、
不
安
な

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
す
。

　
球
磨
村
復
興
計
画
は
、
生
活
基
盤
の
早
期
復
旧
や
生
活
再
建
に
向
け
た
取
り
組
み
の
方
針

と
、
災
害
で
新
た
に
生
じ
た
課
題
の
解
決
を
図
る
指
針
を
示
す
も
の
で
す
。

　
今
回
示
す
復
興
計
画
骨
子（
案
）
は
、
基
本
理
念
と
基
本
目
標
の
設
定（
広
報
く
ま
む
ら
10
月

号
に
掲
載
）、
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
懇
談
会
な
ど
の
意
見
を
踏
ま
え
、
復
興
に
向
け
た
主

要
施
策
や
、
地
域
別
の
復
興
指
針
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
計
画
策
定
に
向
け
、
引
き
続
き
意

向
調
査
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
主
要
施
策
の
具
体
化
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
復
興
計
画

が
希
望
の
光
と
な
る
よ
う
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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へ

架
け
橋

の

復
光

球
磨
村
復
興
計
画
骨
子（
案
）
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01

04
なりわい
山の暮らしと農林業・
商工業の生業再生

4-1 力強い産業基盤の再生
4-2 農林業の再生と競争力強化
4-3 商工業の再生と振興

05
そなえる
災害に強いむらづくり
に向けた復旧と備え

5-1 道路、橋梁等インフラの早期復旧
5-2 河川の復旧と新たな治水対策
5-3 山地災害の復旧と砂防・
     治山施設の整備
5-4 避難対策の強化
5-5 自主防災体制の強化

03
にぎわい
球磨川と共生する村の自然
を活かした観光むらづくり

3-1 球磨川や森林空間を活用
　　したサービス産業の創出
3-2 村の顔となる観光産業の再生

02
きょうどう
地域コミュニティの再生と
環境に配慮した地域づくり

2-1 被災者の見守りや生活支援
2-2 地域コミュニティの再生
2-3 保健・福祉・医療の充実

くらし
被災者の生活再建

1-1 安全な宅地の確保
　 （高台・嵩上げ造成等の移転造成地の整備）
1-2 公営住宅等の整備
1-3 被災者に寄りそう住まいの再建支援
1-4 子育て・教育環境の再生と安心して
      学べる環境づくり
1-5 公共交通の早期再開と使いやすさの向上

復興に向けた主要施策
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被災者の生活再建

01

　住み慣れた地域に戻り、安心して暮らせる環
境づくりを進めるため、高台造成や嵩上げ造成
による宅地の確保をはじめとして、災害公営住
宅等の建設、子育て・教育環境の整備、公共交
通の早期再開等に取り組みます。

1-1 安全な宅地の確保
　　（高台・嵩上げ造成等の移転
　　造成地の整備）
　球磨川沿いの被害が大きい地域の被災者を対
象に、居住地移転の受け皿となる安全な宅地を
確保するため、被災者の意向調査や地区別の協
議を進めながら、候補地や移転先の選定、整備
手法の検討を進めます。中でも、被害の大きい渡・
一勝地・神瀬地域では、危険な区域から移転で
きる宅地の確保に取り組みます。また、新たな
宅地の整備に当たっては、民間活力の導入等に
より、整備候補地の選定や事業化を進めます。

1-2 公営住宅等の整備
　住まいの確保に向け、地域性や暮らしのニー
ズに応じた住宅や、多様な世帯の入居を想定し
た住戸プラン、定住促進につながる魅力を備え
た公営住宅等の整備に取り組みます。また、公
営住宅等の整備に併せ、防災コミュニティ施設
の整備・機能の充実を図ります。

1-3 被災者に寄りそう
　　住まいの再建支援
　被災家屋の補修・解体・再建に係る各制度
に基づく支援や災害廃棄物の円滑な処理、関
係団体と連携した住宅再建支援体制の充実に
取り組みます。

1-5 公共交通の早期再開と
　　使いやすさの向上
　道路・橋梁・鉄道の被災を受け、代替交通
の確保及び公共交通の早期復旧に取り組みま
す。また、交通弱者のためのコミュニティバ
ス等の使いやすさの向上を図ります。

重点施策

【前期】危険な区域からの移転地の確保
【前期・後期】民間活力による新たな住宅地整備

重点施策

【前期】災害公営住宅の整備
【前期】村営住宅の整備

くらし

1-4 子育て・教育環境の再生と安心
　　して学べる環境づくり
　被災した小学校の教育環境の整備や児童・
生徒の心のケア、通学・学習環境が変化する
子どもたちの教育支援、子育て世帯への保育
環境支援に取り組みます。また、球磨村の未
来を担う子どもたちの成長過程に応じた教育
環境の充実に向け、教育環境の整備方針の検
討や機能の拡充に取り組みます。

重点施策

【前期】渡小学校の教育環境の再整備
【前期】教育環境のあり方の検討
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地域コミュニティの再生と
環境に配慮した地域づくり

02

　仮設住宅に入居する世帯や、道路・水道が
被害を受けたことにより避難を必要とする世
帯など、多くの方が住み慣れた地域から離れ
た生活を強いられています。
　また、公民館や集会所など地域のコミュニ
ティ拠点や文化財等の地域資源も被害を受け
ました。
　避難生活期の被災者の見守りや地域とのつ
ながりを構築する支援など、各集落の地域コ
ミュニティの再生や住宅再建後の新たなコ
ミュニティづくり、先端技術の活用などによ
る安心して暮らせる地域づくりに取り組みま
す。また、今回の豪雨災害を教訓として、環
境に配慮した先進的な地域づくりを目指しま
す。

2-1 被災者の見守りや生活支援
　地域支え合いセンターによる被災者の見守
り、生活相談等の活動支援や、みんなの家を
活用した仮設住宅団地でのコミュニティ活動
支援に取り組みます。

2-2 地域コミュニティの再生
　住宅の再建や移転に合わせて、公民館や集
会所の復旧や、自治組織を中心とした地域コ
ミュニティの再生支援に取り組みます。
　また、災害経験の伝承や地域資源の保全、
伝統文化の継承等の役割を担う交流拠点の整
備に取り組みます。

2-3 保健・福祉・医療の充実
　被災した福祉施設の村内再建に向け、再建
方策の検討に取り組みます。
　また、安心して住み続けられる環境を整え
るため、保健・福祉の拠点整備を進めます。

重点施策

【前期】保健・福祉の拠点整備

球磨村復興計画骨子案（概要）

重点施策　【前期】・・・令和２年から令和５年まで　【後期】・・・令和６年から令和 10 年まで

きょうどう
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球磨川と共生する村の自然を
生かした観光むらづくり

03

3-1 球磨川や森林空間を活用した
　　サービス産業の創出
　球磨川くだりやラフティング、アユ釣りな
ど球磨川を生かしたアクティビティの再開に
向け、球磨川との親水空間の整備に取り組み
ます。また、球磨川や森林空間など村の自然
を活かした観光・レジャー等のアクティビティ
をはじめ、体験教育機会の提供、心身の健康
につながるサービスやワーケーションの提案
など、新たなサービス産業の創出に取り組み
ます。

3-2 村の顔となる観光産業の再生
　村の観光拠点である球泉洞や一勝地温泉か
わせみ等、観光施設の早期再開を目指します。
また、新たなサービス産業の創出と連携し、
集客や交流機会、球磨村のリピーターの増加
につながる取り組みを推進します。

山の暮らしと農林業・
商工業の生業再生

04

4-1 力強い産業基盤の再生

　農林業を支える林道・森林作業道の早期復
旧や製材工場の再建支援等、産業基盤の復旧
に取り組みます。また、被災した農地や農業
施設等の生産基盤の復旧に取り組みます。

4-2 農林業の再生と競争力強化

　山の暮らしとともにある特産品を活かした新
規事業の創出やブランド力強化など、球磨村ら
しさを活かした農林業の振興に取り組みます。

4-3 商工業の再生と振興

　復興過程の地域ニーズに合わせた仮店舗の
開設や商店復旧、新規事業の立ち上げ等、事
業再建の支援に取り組みます。また、球磨焼
酎等の村特有の生業の再生と振興の支援に取
り組みます。

重点施策

【前期・後期】自然を生かした新たなサービス産
　　　　　  業の創生

【前期】球泉洞施設の復旧、早期再開支援

重点施策

【前期・後期】災害に強い、産業を支える
　　　　　 林道などの整備

【前期・後期】商工業の再生支援

なりわい

にぎわい
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災害に強いむらづくりに
向けた復旧と備え

05

　今回の災害で、球磨川の架橋や鉄道橋が流
されるなど、道路や水道、河川、電気通信等
のインフラに甚大な被害を受けました。また、
想定を超える被害に対し、現場での応急対応
に苦慮する場面が生じました。
　生活基盤を再生するため、道路網をはじめ
としたインフラの早期復旧整備に取り組みま
す。また、今後起こり得る災害に備え、今回
の災害の記録や検証を通して、地域防災計画
の見直しや情報通信技術の活用等による災害
時の円滑な避難に向けた取組強化など、災害
に強いむらづくりに取り組みます。

5-1 道路・橋梁等インフラの早期復旧
　国道 219 号をはじめとした幹線道路及び主
要な生活道路、橋梁、水道等のインフラの早
期復旧に取り組みます。また、災害時にも通
行可能な道路ネットワークの強化や、中山間
地の生業や集落間のネットワークを担い、有
事の際には命を守る避難路となる道路の整備
に取り組みます。

5-2 河川の復旧と新たな治水対策
　国・県と連携し、球磨川の流域治水の推進
や球磨川支流の河川改修に取り組みます。

5-3 山地災害の復旧と砂防・治山
　　施設の整備

　集落を孤立させない砂防・治山施設の整備
や健全で災害に強い森林づくりに取り組みま
す。

5-4 避難対策の強化

　今回の災害の経験や検証結果を活かし、今
後起こり得る災害への備えを進めます。特に、
安全な避難を実現するための取組を重視し、
避難場所や避難ルートの確保、地域防災計画
の見直し、災害時の情報伝達手段の確保等に
取り組みます。

5-5 自主防災体制の強化

　地域の防災力向上に向け、食糧や飲料水等
の災害用備蓄や非常用電源の確保の促進に取
り組みます。また、地域コミュニティの再生
に合わせ、自主防災組織の体制や活動内容の
見直し、防災教育をはじめとした人材育成の
支援に取り組みます。

重点施策

【前期・後期】国県道の幹線道路、
　　　　　 落橋した橋の早期整備

【前期・後期】道路などの生活基盤施設の
　　　　　 整備・強化

【前期・後期】命を守る道路ネットワークの確保

重点施策

【前期・後期】球磨川流域治水の推進
【前期・後期】球磨川支流の河川改修

重点施策

【前期】安全な避難場所・避難所・避難ルートの確保
【前期】地域防災計画の見直し
【前期】災害時の情報伝達手段の強靭化

重点施策

【前期・後期】地域再生に合わせた自主防災
　　　　　 活動の促進

球磨村復興計画骨子案（概要）

重点施策　【前期】・・・令和２年から令和５年まで　【後期】・・・令和６年から令和 10 年まで

そなえる
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渡
他市町村との近接性や移動の利便性を生かした移住・定住を促進する地域

〇安全な宅地の確保、公営住宅等の整備　（危険な区域からの移転地の確保／既存
　集落での安全な宅地の確保／民間活力による新たな住宅地整備）
〇自然を活かした新たなサービス産業の創生　
〇河川改修・砂防対策

一勝地
公共施設を中心とした村の生活・観光拠点を担う地域

〇安全な宅地の確保、公営住宅等の整備（危険な区域からの移転地の確保／既存
　集落での安全な宅地の確保／民間活力による新たな住宅地整備）　
〇渡小学校の教育環境の整備　〇保健・福祉の拠点整備
〇自然を活かした新たなサービス産業の創生　〇河川改修・砂防対策

神瀬
木材の集散地として森林組合を中心とした林業の振興を担う地域

〇安全な宅地の確保、公営住宅等の整備（危険な区域からの移転地の確保／既存集
　落での安全な宅地の確保）　〇自然を活かした新たなサービス産業の創生
〇球泉洞の施設の復旧、早期再開支援　〇森林組合を中心とした林業の振興、
　森林組合製材工場の再建支援　〇河川改修・砂防対策

三ケ浦

棚田や農村の原風景を活かし、都市農村交流を促進する地域
〇フルーツ等の特産品を活かした農業の振興
〇田舎の体験交流館さんがうら、棚田等の地域資源を活かした交流の促進
〇命を守る道路ネットワークの確保

高沢

山里の歴史に育まれた伝統や文化を守り、自然との交流や癒しを提供する地域
〇林産物等の特産品を活かした農業の振興
〇念仏の里の伝統文化等を活かした交流の促進
〇命を守る道路ネットワークの確保

地域別の復興方針 主要施策を地域別に示します。

球磨村復興計画骨子案（概要）
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※整備の方向性（検討用参考図）

渡 地 域 

一 勝 地 地 域 

安全な避難場所・避難所・避難

ルートの確保

・安全な宅地の確保（高台・嵩上

げ造成等の移転造成地の整備）

・公営住宅等の整備

・危険な区域からの移転地の確保
・浸水区域の土地利用の検討

渡小学校の教育環境

の再整備 

商工業の再生支援 

国県道の幹線道路、落橋した橋の早期整備 

・危険な区域からの移転地の確保
・浸水区域の土地利用の検討

・安全な宅地の確保（高台・嵩上

げ造成等の移転造成地の整備）

・公営住宅等の整備

国県道の幹線道路の早期整備 

自然を活かした新たなサービス

産業の創生 

自然を活かした新たなサービス産業の創生 

保健・福祉の拠点整備 

河川改修・砂防対策 

河川改修・砂防対策 
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回
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定
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を
開
催

　
第
２
回
復
興
計
画
策
定
委
員
会
を
12
月
14

日
、
石
の
交
流
館
や
ま
な
み
で
開
催
し
ま
し

た
。
議
事
で
は
、
復
興
計
画
骨
子
案
に
つ
い

て
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
委
員
か
ら
の
主
な
意
見
（
一
部
抜
粋
）】

〇
一
部
住
民
は
す
で
に
宅
地
を
求
め
て
動
い

て
い
る
。
計
画
自
体
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
対
処
し
て
ほ
し
い
。

〇
村
の
平
均
所
得
な
ど
を
踏
ま
え
農
林
業
を

含
め
た
雇
用
の
創
出
に
つ
い
て
計
画
の
中
で

踏
み
込
ん
で
は
ど
う
か
。

〇
こ
れ
ま
で
球
磨
川
と
共
生
し
て
き
た
。
球

磨
川
や
森
の
空
間
、
ジ
ビ
エ
料
理
を
生
か
し

た
観
光
産
業
を
考
え
て
ほ
し
い
。

〇
ま
ず
は
家
族
内
、
地
区
で
話
し
合
い
が
始

め
ら
れ
る
よ
う
に
役
場
か
ら
働
き
掛
け
を
。

〇
高
齢
者
は
先
が
短
い
。
高
齢
者
の
施
策
は

期
限
を
明
示
し
て
ほ
し
い
。

〇
高
校
へ
行
く
に
は
保
護
者
の
送
迎
が
必
須

と
な
っ
て
い
る
。
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
再

開
を
お
願
い
し
た
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
人
口

減
少
に
歯
止
め
が
効
か
な
い
。

〇
施
策
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
意
見

を
聴
く
機
会
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。　

〇
住
民
が
医
療
を
受
け
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。

今
後
ど
の
程
度
医
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
か
計
画
に
明
示
し
て
は
ど
う
か
。

〇
村
内
外
へ
の
情
報
発
信
、
人
々
の
記
憶
か
ら

球
磨
村
が
消
え
な
い
よ
う
に
地
域
ら
し
さ
を
ア

ピ
ー
ル
し
未
来
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
確
保
を
。

〇
観
光
は
環
境
に
配
慮
し
た
も
の
。
地
場
産

業
と
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
を
組
み
合
わ
も
必
要
で
あ
る
。

〇
地
域
文
化
の（
祭
り
な
ど
）継
承
も
必
要
。

家
族
や
班
で
話
し
合
い
を

　
復
興
計
画
骨
子
案
を
も
と
に
今
後
の
村
の

将
来
に
つ
い
て
家
族
や
班
で
話
し
合
い
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
年
末
年
始
に
か
け
て

第
２
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
全
世
帯
に
実

施
す
る
予
定
で
す
。
主
な
内
容
は
今
後
の
住

ま
い
に
関
す
る
今
の
思
い
を
お
伺
い
し
ま

す
。
ま
た
今
後
地
域
ご
と
の
話
し
合
い
の
場

と
な
る
「
地
域
別
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
る

予
定
で
す
。
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
ふ
る
さ
と
創
生
課
企
画
調
整
係

☎
（
３
２
）
１
１
１
４

球磨村復興計画骨子案（概要）

第２回復興計画策定委員会の様子
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神 瀬 地 域 

自然を活かした新たなサービス産業の創生 

森林組合製材工場の再建支援 

・危険な区域からの移転地の
・浸水区域の土地利用の検討

・安全な宅地の確保（高台・嵩上

げ造成等の移転造成地の整備）

・公営住宅等の整備

国県道の幹線道路、落橋した橋の早期整備 

安全な避難場所・避難所・避難ル

ートの確保 

災害に強い、産業を支える林道等の整備 

河川改修・砂防対策 

球泉洞施設の復旧、早期再開支援 
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お
知
ら
せ

人口・世帯の動き
（12月１日現在）

人　口 前月比

世帯数（戸） 1,374 -5

人　口（人） 3,383 -10

男　性（人） 1,619 -5

女　性（人） 1,764 -5

高齢化率（％） 45.3　

生活関連
情報の窓口

11 月届け出分（敬称略）
▼お誕生おめでとう
　氏名　　　　　地区　　保護者
　地

ぢ げ

下　翔
と う い

偉　　峯　　　翔
し ょ う た

太
▼お悔やみ申し上げます　
　氏名　　　　　地区　　年齢
　小

お の

野　シズ子
こ

　宮園　　94 歳
　柳

や な づ め

詰　シマエ　堤岩戸　88 歳
　星

ほ し は ら

原　ミチ子
こ

　大無田　95 歳
　黄

き わ だ

檗　馨
かおる

　　　黄檗　　85 歳
　松

ま つ た に

谷　昭
しょういち

一　　松谷　　90 歳
　内

う ち ぬ の

布　興
こ う き

喜　　内布　　79 歳

戸籍の窓

災害後のこころの
ケア相談

熊本県精神保健福祉センター
こころの健康相談電話

☎ 096(386)1166
受付時間　９時～ 16 時

（月～金　祝日・年末年始除く）

　
災
害
に
伴
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
現

在
「
人
吉
神
瀬
線
」「
黒
白
線
」
の
み
通
常

運
行
し
て
い
ま
す
が
、
他
の
路
線
に
つ
い
て

も
週
１
回
の
事
前
予
約
で
の
運
行
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
当
分
の
間
は
試
験
運
行
と
な
り
ま

す
の
で
、
運
賃
は
「
無
料
」
と
な
り
ま
す
。

予
約
方
法
及
び
運
行
時
刻
な
ど
の
詳
細
は
、

「
生
活
情
報
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
第
２
版
）」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

遠
原
川
岳
線　
告
方
面
：
火
曜
日

遠
原
方
面
：
木
曜
日

大
槻
大
無
田
線　
大
無
田
方
面
：
月
曜
日

境
目
方
面
：
水
曜
日

川
島
大
岩
線　
楮
木
方
面
：
月
曜
日　

	

大
岩
方
面
：
水
曜
日

横
井
線　
横
井
方
面　
：
火
曜
日

浦
野
方
面
：
木
曜
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
試
験
運
行

岡
内
布
線

岡
、
椎
屋
、
内
布
方
面
：
金
曜
日

※
年
末
年
始（
12
月
27
日
～
１
月
４
日
）は
、

人
吉
神
瀬
線
以
外
は
運
休
と
な
り
ま
す
。

予
約
先　
人
吉
タ
ク
シ
ー
☎（
２
３
）２
５
２
５

問
い
合
わ
せ

総
務
課
総
務
係　
☎(

３
２)

１
１
１
１

　
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
同
年
12
月
31
日

ま
で
の
収
入
に
か
か
る
住
民
税
申
告
及
び
所

得
税
確
定
申
告
の
受
付
を
、
令
和
３
年
２
月

中
旬
か
ら
３
月
15
日
ま
で
の
期
間
で
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
会
場
及
び
日
程
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
令
和
３
年
１
月
号
の
広
報
く
ま
む
ら
に

掲
載
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
被
災
に
伴

い
、「
雑
損
控
除
」
の
適
用
要
件
に
該
当
す

る
場
合
、
今
回
の
申
告
受
付
期
間
内
に
申
告

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
損
失
額
が
大
き
く
、
そ
の
年
の
所
得
金
額

住
民
税
申
告
・
確
定
申
告

か
ら
控
除
し
き
れ
な
い
金
額
が
あ
る
場
合
に

は
、
翌
年
以
降
最
大
で
３
年
間
の
繰
越
控
除

が
可
能
で
す
。

　
今
回
の
申
告
で
は
、
住
民
税
又
は
所
得
税

が
課
税
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、
今
後
、
臨
時

的
な
収
入
な
ど
で
課
税
さ
れ
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
収
入
等
が
見
込
ま
れ
る
方

は
、
今
回
の
申
告
受
付
期
間
内
で
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
雑
損
控
除
に
関
し
て
は
、
球
磨
村

役
場
税
務
課
ま
た
は
人
吉
税
務
署
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

雑
損
控
除
と
は

　
災
害
等
に
よ
っ
て
、
生
活
に
通
常
必
要
な

資
産
（
家
屋
・
家
財
・
車
両
等
）
に
つ
い
て
、

損
害
を
受
け
た
場
合
、
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
控
除
で
す
。

控
除
で
き
る
金
額

（
次
の
い
ず
れ
か
多
い
方
の
金
額
）

〇
差
引
損
失
額
（
注
）
―
総
所
得
金
額
等
×

10
％

〇
差
引
損
失
額
の
う
ち
災
害
関
連
支
出
の
金

額—

５
万
円

（
注
）
資
産
に
生
じ
た
損
害
金
額
か
ら
保
険

金
な
ど
に
よ
っ
て
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
を
差

し
引
い
た
後
の
金
額
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
課
税
係　

☎（
３
２
）１
１
１
３

人
吉
税
務
署　
☎（
２
３
）２
３
１
１

※
自
動
音
声
案
内

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
伴
う
災
害
復
旧
に

関
し
て
、
被
災
し
た
農
地
の
所
有
者
な
ど
が

確
認
で
き
次
第
、
申
請
書
（
兼
確
約
書
）
の

発
送
を
随
時
行
い
ま
す
。

　
記
入
方
法
や
地
番
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
不

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

農
地
等
災
害
復
旧
申
請
相
談
窓
口

（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
１
２
０（
０
８
２
）０
４
６

平
日　
９
時
～
17
時

農
地
等
災
害
復
旧
事
業
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人
吉
市
・
球
磨
郡
に
納
税
地
が
あ
る
納
税

者
の
人
は
、
令
和
２
年
７
月
４
日
か
ら
令
和

３
年
１
月
31
日
ま
で
の
間
に
到
来
す
る
全
て

の
国
税
の
申
告
・
納
付
な
ど
の
期
限
が
、
令

和
３
年
２
月
１
日
㈪
と
な
り
ま
す
。
申
告
・

納
付
な
ど
の
必
要
が
あ
る
人
は
、
令
和
３
年

２
月
１
日
㈪
ま
で
に
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
振
替
納
税
の
延
長
後
の
振
替
納
付

日
は
、
次
の
と
お
り
と
で
す
。

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）

〇
令
和
２
年
分
中
間
申
告
分
（
複
数
回
あ
る

場
合
は
全
て
）　	
令
和
３
年
２
月
25
日
㈭

〇
課
税
期
間
の
特
例
を
選
択
し
て
い
る
人

（
複
数
回
あ
る
場
合
は
全
て
）	

令
和
３
年
２
月
25
日
㈭

国
税
の
申
告
・
納
付

　

令
和
３・
４
年
度
の
人
吉
球
磨
広
域
行
政

組
合
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
物
品
調
達
に
係
る
入
札

参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
次
の
と
お
り
競
争

入
札
参
加
資
格
申
請
書
の
受
付
を
実
施
し
ま

す
。

申
請
方
法　
原
則
郵
送
の
み

受
付
期
間　
令
和
３
年
２
月
１
日
㈪
～
令
和

３
年
２
月
28
日
㈰
※
当
日
消
印
有
効

詳
細
・
様
式
な
ど
は
人
吉
球
磨
広
域
行
政

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.

hitoyoshikum
a.com

）
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合

総
務
課
契
約
係
☎（
２
３
）３
０
８
０

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
の
受
付

　
熊
本
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
改

定
さ
れ
ま
し
た
。
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃

金
は
適
用
範
囲
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
熊

本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
か
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

①
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電

気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業

時
間
額　
８
３
６
円

②
自
動
車
・
同
附
属
部
品
製
造
業
、
船
舶
製

造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造
業

時
間
額　
８
８
８
円

③
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

時
間
額　
７
９
６
円

効
力
発
生
日　
令
和
２
年
12
月
15
日

問
い
合
わ
せ

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
６（
３
５
５
）３
２
０
２

熊
本
県
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金

　
村
指
定
ご
み
袋
の
販
売
所
は
次
の
と
お
り

で
す
。

販
売
所　
球
磨
村
社
会
福
祉
協
議
会
、
一
勝

地
駅
観
光
案
内
所
、一
勝
地
温
泉
か
わ
せ
み
、

田
舎
の
体
験
交
流
館
さ
ん
が
う
ら
、
球
泉
洞

Ｓ
Ｓ
、
ロ
ー
ソ
ン
渡
店
、
香
月
商
店

価
格　
大
２
１
５
円　
小
１
６
５
円

可
燃
、
不
燃
、
資
源　
３
種
類
10
枚
入
り

問
い
合
わ
せ　
球
磨
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
３
２
）０
０
２
２

村
指
定
の
ご
み
袋
販
売
所

※
令
和
２
年
分
の
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
の
予
定
納
税
第
一
期
分
（
７
月
31

日
納
期
限
）
及
び
第
二
期
分
（
11
月
30
日
納

期
限
）
に
つ
い
て
は
、
災
害
な
ど
に
よ
る
期

限
延
長
に
よ
り
予
定
納
税
額
の
納
期
限
が
そ

の
年
の
12
月
31
日
よ
り
も
後
と
な
る
こ
と
か

ら
、
期
限
延
長
に
よ
る
予
定
納
税
額
は
な
い

も
の
と
な
る
た
め
、
納
付
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
な
ど
に

よ
り
、
期
限
ま
で
に
申
告
・
納
付
な
ど
の
手

続
が
困
難
な
人
は
、
人
吉
税
務
署
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
人
吉
税
務
署

☎（
２
３
）２
３
１
１　
※
自
動
音
声
案
内

　
豪
雨
災
害
に
伴
い
延
期
し
て
い
た
集
団
健

診
を
実
施
し
ま
す
。
災
害
後
は
、
体
調
が
す

ぐ
れ
な
く
な
っ
た
り
、
生
活
習
慣
病
の
発
症

や
悪
化
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
災
害
後
だ
か
ら

こ
そ
、
健
診
を
受
け
て
自
分
の
身
体
を
労
わ

り
ま
せ
ん
か
。

集
団
健
診

日
程　
令
和
３
年
３
月
19
日
㈮
～
３
月
22
日
㈪

会
場　
さ
く
ら
ド
ー
ム（
多
目
的
交
流
施
設
）

申
込
締
切　
令
和
３
年
１
月
29
日
㈮

申
込
方
法　
４
月
の
健
診
希
望
調
査
で
集
団

検
診
を
申
し
込
み
さ
れ
て
い
る
人
は
、
健
診

セ
ッ
ト
を
送
付
し
ま
す
。

集
団
健
診
を
ま
だ
申
し
込
み
さ
れ
て
い
な
い

人
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
、
時
間
指
定
で
案
内
を
行
い
ま
す
。
事
前

の
申
し
込
み
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
医
療
課
保
健
予
防
係

☎（
３
２
）１
１
３
９

集
団
健
診
の
申
し
込
み

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

検
査
を
受
け
ら
れ
た
場
合
、
そ
の
検
査
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

①
分
娩
予
定
日
の
概
ね
２
週
間
前
の
妊
婦
の

人　②
前
述
の
対
象
者
に
対
し
て
検
査
を
実
施
し

た
熊
本
県
内
の
分
娩
取
扱
い
医
療
機
関
な
ど

内
容

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

ウ
イ
ル
ス
検
査
（
以
下
「
検
査
」）
を
受
け

ら
れ
た
場
合
、
２
万
円
を
上
限
に
検
査
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

※
発
熱
な
ど
の
症
状
の
あ
る
人
や
無
症
状
で

も
医
師
よ
り
検
査
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
人

は
、感
染
症
法
に
基
づ
く
検
査
（
行
政
検
査
）

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
助
成
の
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
適
用
で
検
査
を
受
け
ら
れ
た

場
合
も
、本
助
成
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
申
請
書
類
や
詳
細
は
、
熊
本
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　
県
庁
子
ど
も
未
来
課

☎
０
９
６
６（
３
３
３
）２
２
０
９

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

不
安
を
抱
え
る
妊
婦
の
人
へ
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能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的

理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
人
に
学
資
を
貸

与
し
ま
す
。

資
格　
本
村
に
３
年
以
上
在
住
す
る
人
の
子

で
、
高
等
学
校
や
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
校

に
在
学
し
、
学
業
成
績
が
優
秀
で
素
行
な
ど

に
問
題
の
な
い
人
で
あ
り
、
学
資
の
支
払
い

が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

申
請
方
法　
在
学
者
と
入
学
予
定
者
と
も
に

現
在
在
学
し
て
い
る
学
校
長
の
推
薦
が
必
要

で
す
。
志
願
者
は
、
推
薦
書
に
在
学
校
長
の

推
薦
を
受
け
、
連
帯
保
証
人
と
連
署
し
て
教

育
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
奨
学
生

は
、
選
考
委
員
会
を
経
て
決
定
し
ま
す
。

人
数　
５
人
以
内

貸
与
額
（
月
額
）
大
学
な
ど　
３
万
円　

高
等
学
校
な
ど　
１
万
５
千
円

申
込
締
切　
令
和
３
年
４
月
９
日
㈮

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会

☎（
３
２
）１
１
１
７

球
磨
村
奨
学
金
募
集

募
　
　
集

消
防
設
備
士
試
験

試
験
日　
令
和
３
年
３
月
14
日
㈰

試
験
種
類　
甲
種
全
類
、
乙
種
全
類

試
験
時
間　
午
前
９
時
着
席

試
験
地　
熊
本
市

※
電
気
工
事
士
の
免
状
を
有
し
、
試
験
科
目

の
免
除
を
受
け
る
人
の
み
、同
じ
試
験
日
に
、

「
甲
４
と
乙
７
」
か
「
乙
４
と
乙
７
」
の
２

種
類
を
受
験
で
き
ま
す
。

※
試
験
会
場
は
、
受
験
票
に
記
載
し
ま
す
。

願
書
受
付
期
間　

書
面
申
請　
令
和
３
年
１
月
14
日
㈭
～
１
月

21
日
㈭
（
土
、
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
１
月
21
日
の
消
印
の
あ

る
も
の
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

電
子
申
請　
令
和
３
年
１
月
11
日
㈪
午
前
９

時
～
１
月
18
日
㈪
午
後
５
時

　
瀬
戸
石
調
整
池
に
つ
い
て
、
工
事
期
間
中

は
、
国
道
２
１
９
号
線
を
大
型
ダ
ン
プ
が
通

行
し
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

工
事
期
間　

令
和
３
年
１
月
４
日
㈪
～
２
月
28
日
㈰

※
国
道
の
応
急
復
旧
工
事
の
影
響
に
よ
り
、

堆
砂
処
理
工
事
が
遅
れ
た
場
合
、
工
事
期
間

を
延
伸
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
電
源
開
発
株
式
会
社

西
日
本
支
店　
南
九
州
電
力
所

☎（
２
４
）３
１
０
０

瀬
戸
石
調
整
池
の
堆
積
処
理
工
事

※
電
子
申
請
は
必
ず（
一
財
）
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp

）
の
説
明

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

願
書
配
布
場
所　
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消
防
局
、
県
内
の
消

防
本
部
と
熊
本
県
総
務
部
市
町
村
・
税
務
局

消
防
保
安
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

☎
０
９
６（
３
６
４
）５
０
０
５　

　
県
道
人
吉
水
俣
線
と
県
道
一
勝
地
神
瀬
線

の
舗
装
工
事
が
終
了
し
、
今
後
河
川
側
構
造

物
の
工
事
を
開
始
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
車

両
の
通
行
が
困
難
と
な
る
た
め
、
令
和
３
年

１
月
12
日
㈫
か
ら
次
の
区
間
で
全
面
通
行
止

め(

終
日)

を
お
こ
な
い
ま
す
。
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

規
制
箇
所

①
県
道
人
吉
水
俣
線(

那
良
口
～
鵜
口
）

②
県
道
一
勝
地
神
瀬
線(

大
坂
間
～
告
）

規
制
期
間

令
和
３
年
１
月
12
日
㈫
～
３
月
31
日
㈬

※
令
和
３
年
４
月
以
降
も
工
事
場
所
に
よ
り

全
面
通
行
止
め(

終
日)

を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
双
栄
建
設
株
式
会
社

☎（
２
２
）２
３
０
８

【
発
注
者
】国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局

八
代
河
川
国
道
事
務
所　
八
代
復
興
出
張
所

☎
０
９
６
５（
３
７
）８
４
２
１
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工事場所：球磨村一勝地地内(県道人吉水俣線・県道一勝地神瀬線)

本件に対するお問い合わせ

施工者：双栄建設株式会社 TEL0966-22-2308 （080-9536-4787）

発注者：国土交通省 九州地方整備局 八代河川国道事務所 

    八代復興出張所 TEL0965-37-8421

②②県県道道一一勝勝地地神神瀬瀬線線((大大坂坂間間～～告告））　　全全面面通通行行止止めめ（（終終日日））
令令和和33年年11月月1111日日よよりり令令和和33年年33月月3311日日

※※令令和和33年年44月月以以降降もも工工事事場場所所にによよりり全全面面通通行行止止めめ((終終日日))をを行行いいまますす。。

　　令令和和33年年11月月1111日日よよりり令令和和33年年33月月3311日日

災災害害応応急急復復旧旧工工事事にに伴伴うう全全面面通通行行止止めめ((終終日日))ににつついいてて
　地域住民の方には日頃より、当工事に御理解と御協力を頂きありがとう

ございます。県道人吉水俣線及び、県道一勝地神瀬線の舗装工事が終了し、

今後河川側構造物の工事を開始いたします。それに伴い車両の通行が困難と

なるため、令令和和33年年11月月1122日日より下記区間において全全面面通通行行止止めめ((終終日日))を
おこないます。地域住民の方々には御不便をおかけする事になりますが、

御理解と御協力を宜しくお願いいたします。

①①県県道道人人吉吉水水俣俣線線((那那良良口口～～鵜鵜口口））　　全全面面通通行行止止めめ（（終終日日））

国道219号

県道一勝地神瀬線 県道人吉水俣線

迂廻路

迂廻路
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県道15号

県道304号

下戸越

球泉洞ﾄﾝﾈﾙ
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県道15号
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相良橋
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は
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交通規制予告板。
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道路名 区　間 内　容 期　間 備　考

国道

219 号 球磨村内 終日全面通行止 当面の間 令和２年７月豪雨災害

県道
人吉水俣線 鵜口～黒白（県境） 終日全面通行止 当面の間 令和２年７月豪雨災害

高沢一勝地線 高沢～中園 終日全面通行止 当面の間 令和２年７月豪雨災害

一勝地神瀬線
池下～白石 終日全面通行止 当面の間 令和２年７月豪雨災害

神瀬橋 終日全面通行止 当面の間 令和２年７月豪雨災害

遠原渡線

相良橋 終日全面通行止 当面の間 令和２年７月豪雨災害

毎床地区内

時間通行止
9 時から 12 時まで 
13 時から 17 時まで 
※日曜日を除く

令和３年
３月 29 日まで

道路改良工事

村道
渡大槻線 境目～大槻 終日全面通行止 当面の間 令和２年７月豪雨災害

神瀬高沢線 蔵谷～永椎 終日全面通行止 当面の間 令和２年７月豪雨災害

神瀬大岩線 国道 219 号～大岩

時間通行止
8 時から 12 時まで 
13 時から 18 時まで 
※日曜日を除く

令和３年
３月 31 日まで

令和２年７月豪雨災害

第二田代線
柳詰～松舟 終日全面通行止 当面の間 令和２年７月豪雨災害

松舟橋 終日全面通行止 当面の間 令和２年７月豪雨災害

大瀬吉松線 大瀬橋 終日全面通行止 当面の間 令和２年７月豪雨災害

松本大坂間線 松本橋 終日全面通行止 当面の間 令和２年７月豪雨災害

沖鶴線 沖鶴橋 終日全面通行止 当面の間 令和２年７月豪雨災害

毎床線 毎床～松谷 終日全面通行止 当面の間 令和２年７月豪雨災害

大無田線 大無田地区内 終日全面通行止
令和３年
３月 31 日まで

道路改良工事

村内道路の通行規制について
　村内道路の通行規制について、次のとおりお知らせします。
　規制区間以外についても、仮復旧の区間がありますので、通行には十分ご注意ください。

令和２年 12 月１日現在

問い合わせ　建設課工務係☎（32）1116
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年度 年齢 発送時期 クーポン券の有効期限

令和
元年度

昭 和 47 年 4 月
2 日～昭和 54 年
４月１日生まれ

令和元年
８月

令和３年１月 29 日㈮
まで延長利用できます

令和
２年度

昭 和 37 年 4 月
2 日～昭和 47 年
４月１日生まれ

令和２年
３月発送

令和３年１月 29 日㈮
まで利用できます

問い合わせ　保健医療課保健予防係　☎ (32)1139

風しんの抗体検査
を受けましょう

風しんとは

抗体検査・予防接種までの流れ
①役場からクーポン券が届く

②クーポン券を持参し、
健診または医療機関を受診

③抗体検査の結果　　④抗体がある（終了）

④抗体の数値が低い場合

⑤予防接種を受ける（終了）

ク ー ポ ン 券 で
抗体検査、予防
接種は無料で
受けられます

※抗体検査及び予防接種が可能な医療機関は、クーポン券と同封の一覧
　表をご覧ください。
※クーポン券は再発行できます。印鑑を持って役場保健医療課までお越
　しください。

クーポン券のイメージ

抗体検査および予防接種のクーポン券発送は、次のとおりです。令
和元年度の対象者も、令和２年度で抗体検査ができますので、送付
済のクーポン券で検査をお願いします。

　風しんの発生とまん延の予防のためには、全世
代で集団免疫の獲得を達成する必要がありますが　
公的な予防接種が開始されたのは昭和 52 年で、
当面の間、将来妊婦になる可能性のある思春期女
子にあらかじめ免疫をつけ、先天性風しん症候群
の発症を防ぐため、女子中学生を対象に接種が行
われてきました。
　このため、接種機会のなかった 昭和 37 年４
月２日から昭和 54 年４月１日までに生まれた男

性を中心に、風しんの抗体を持たない人が一
定数存在しています。これにより、平成 30
年 7 月以降、特に関東地方において風しん
患者が増加しており、患者の中心は 30 代か
ら 50 代の男性です。
　強い感染力を持つ風しんに感染しないた
め、また周囲の人に感染させないために、風
しんの抗体検査・予防接種を受けてください。

なぜ抗体検査をするの

　風しんは、発熱と発しんを主な症状とし、飛沫感染により人
から人へ感染し、感染力が強い疾病です。妊娠中の女性が風し
んに感染すると、子どもに眼や耳等の障害を含む先天性風しん
症候群（CRS）が生じる可能性があります。一度風しんがまん
延すると、その影響を受け先天性風しん症候群の発生も増加す
る傾向が見られます。

昭和 37 年４月２日

から昭和 54 年４月

１日までに生まれ

た男性の皆さまへ



19　　広報くまむら　2020.12 広報くまむら　2020.12　　18

　新型コロナウイルス感染症予防対策や令和２年７月
豪雨災害により延期になっていた区長会が 12 月３日、
石の交流館やまなみで行われました。議事では、復興
計画を進めていくための受け皿となる地域別協議会の
概要や国の防災集団移転促進事業などを説明しました。
地域別協議会は地域課題の共有や意見の集約を行う場
となります。
　区長からは、地域別協議会の範囲や運営方法、仮設
団地の運営、関わり方、行政区内の名簿の取り扱い、
消防施設の整備など確認や要望がありました。

令和２年第１回区長会
被災前のコミュニティ維持を

区長に挨拶する松谷村長

くまむらライフ里山の暮らし

　木屋角を見下ろす山のふもとに祀ってある荒神様の
祠と周辺の清掃活動を住民７人が参加し12 月６日に行
いました。
　昨年までは、清掃を行い、12 月12 日には宮司による
祝詞奏上、玉串奉奠を行っていただいて木屋角班の皆さ
んでお参りし地域の平穏無事、無病息災など祈願してい
ました。
　ことしはできませんでしたが、昨年までのように木屋
角班の皆さんでお参りできることを願い、清掃活動を行
いました。（木屋角班長日

ひ あ て

當國
く に ひ ろ

弘さん提供）

荒神様祠清掃（木屋角班）
皆でお参りできますように

清掃を行う住民

　勤労感謝の日に合わせ、11 月 27 日、渡保育園が役
場を訪れ、わんぱく農園で採れた白菜、さつまいもな
どと、村長の似顔絵を松谷村長にプレゼントしました。
　園児から「いつもお仕事ご苦労様です。わんぱく農
園で採れた野菜を食べてください」と元気な声であい
さつ。松谷村長は「たくさんの野菜と似顔絵ありがと
うございます。ことしは大きな災害があり、役場では
その対応を行っています。これから寒くなりますが、
風邪などひかないように元気に遊んでください」とお
礼しました。

農園で採れた野菜を食べて
渡保育園役場訪問

園児と松谷村長

　球磨村見守り活動に関する協定の調印式が 12 月１
日、役場で行われました。
　現在、災害により買い物が困難になっている地域の
ために村内外の５団体が移動販売を行っています。移
動販売に合わせ住民との関わりのなかで異変などを村
へ連絡し問題の早期発見につなげます。協定団体グリー
ンコープ生活協同組合くまもと（熊本市）、株式会社常
笑（湯前町）、YF サポート株式会社（神奈川県）、（一社）
くまむら山村活性化協会（一勝地）、田舎の体験交流館
さんがうら運営委員会（三ケ浦）（順不同、敬称略）

移動販売団体と見守りを協定
球磨村見守りに関する協定調印式

調印した団体（１団体欠席）



球磨村では、「学校を核とした地域づくり」を目指して地域と学校が相互にパートナーとして連携・
協働して「地域学校協働活動」を推進しています。今月号から学校に関わる地域の皆さんにイン
タビューを行い、子どもたちへのメッセージを伺いました。
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帯
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代
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わ
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た
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と
思
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改
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第１回
無
線
通
信
を
使
用
し
情
報
収
集

永
な が し い

椎三
さ ぶ ろ う

郎さん

球磨村一周歴史の旅の様子
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３歳６カ月健診

球磨村地域子育てセンター“陽だまり”
〒 869-6401球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）☎（33）0125 

陽だまりサロンでは、毎回、育児講座やフリートークなど、球磨村で子育て
中の親子やマタニティの皆さんで楽しく過ごしていますのでお気軽にご参加
ください。お待ちしています！（初めて参加する人は電話でご連絡ください）

これからも、ご飯一杯食べ
て大きくなあれ！

09 ㈯

14 ㈭

15 ㈮

16 ㈯

20 ㈬

21 ㈭

23 ㈯

27 ㈬

陶芸教室（渡）

陽だまりサロン・ママ誕

（陽）、誕生会（渡）

わんぱ食タイム（渡）

持久走大会（こ）

陽だまりサロン（陽）

体操教室（渡）

りんごの木サークル（陽）

陽だまりサロン（陽）

不思議の日（渡）

※村内保育園行事予定の一部も
掲載しています。
　新型コロナウイルス感染症対
策などの都合により変更する場
合があります。ご了承ください。

（渡）渡保育園
（こ）こがね保育園
（神）神瀬保育園（休止中）
（陽）陽だまり

１月行事予定

元 気 に 健 康 で 育 っ て い ま
す！！

いつも元気で、いろんな遊
びを考え遊んでいます。

すくすくと成長中です。

陽だまりサロン

寝相アート（クリスマス）
今月のテーマはクリスマス！可愛いサンタさんに
変身して撮影しました♪カメラを向けられるとピ
タッと動きを止め、モデルさんのようでした♡

令和２年７月豪雨を経験から災害に備える

令和 2 年 7 月豪雨を経験して、陽だまり
サロンでは、災害時の子連れでの避難に
ついてや、各家庭にある非常用の備えに
ついての話し合いをしました。「なんとな
く備えているが、すぐに持ち出せる状態
じゃないかも…」「季節ごとに分けて備え
ておけば安心」など、様々な意見が出ま
した。豪雨からもうすぐ半年…いつ起こ
るかわからない災害への備え、各家庭で
一度見直しをされるいい機会ではないで
しょうか。

災害時の簡単クッキン
グも行いました！

《レシピ》●簡単オムレツ●
材料：卵２個、お好みの具材（チー
ズやベーコンなど、災害の状況次
第）、牛乳（あれば少しふんわりし
ます。なくてもＯＫ）、アイラップ
１袋（耐熱の食品用ポリ袋を使用
してください）
準備物：お鍋、耐熱皿、ガスコン
ロ一式☆鍋に耐熱皿を入れ、水を
6 分目まで入れて沸騰させる

作り方①ポリ袋を広げ、卵を割り
入れる②手で揉んで混ぜ、具材を
入れる③袋の 3 分の 2 あたりを結
ぶ④沸騰したお湯に入れ、中火で
１３分ほど湯せんする。途中、火
の通り具合を見て袋を揺らしたり
してみる。⑤好きなタイミングで
火を止め、袋を切ってお皿に盛り
つける。お皿がなければ、袋のま
ま食べることもできる。

21　　広報くまむら　2020.12
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こころの相談　
問い合わせ　①人吉保健所保健予防課　☎（22）3107
　　　　　　②住民福祉課地域包括支援係　☎（32）1112

相談受 場所 日　程 相談時間

①医師
人吉保健所 14 日㈭ 午後２時～

午後３時（要予約）多良木町役場隣 22 日㈮

②保健師 役場など 18 日㈪ 午後１時 30 分～
午後４時（要予約）

年金相談会　　

問い合わせ　八代年金事務所　☎0965（35）6123

場　所 日　程

人吉市社会福祉協議会 4 日㈪・18 日㈪・25 日㈪

錦町社会福祉協議会 6 日㈬・20 日㈬

多良木町役場（町民相談室） 13 日㈬・27 日㈬
予約受付時間　午前９時～午後５時（３日前までに要予約）

乳幼児健診
問い合わせ　保健予防課保健予防係　☎（32）1139
●３歳６カ月児健診

健 診 対象者 日 程
３歳

６カ月児 （平成 29 年）４月１日～６月 30 日生まれ 19 日㈭

場所　錦町保健センター
受付時間　午後１時 10 分～午後１時 30 分　
内容　小児科健診、歯科検診、身体計測、子育て・栄養相談、講話

休日在宅当番医
※都合により変更になる場合がありますので、受診する人は事前に医
療機関にご確認ください。

１日㈮
辻循環器内科 ☎（24）8888
たかみや医院 ☎（24）5611
やまむら小児科・内科 ☎（45）0005

2日㈯
堤病院 ☎（22）0200
外山胃腸病院 ☎（22）3221
公立多良木病院小児科 ☎（42）2560

3日㈰
外山病院 ☎（22）2003
とやまクリニック胃腸科・肛門科 ☎（28）3375
増田クリニック小児科 ☎（22）3570

10日㈰
人吉中央温泉病院 ☎（24）2854
ふかみ耳鼻咽喉科 ☎（24）1126
たかはし小児科・内科 ☎（24）2222

11日㈪
万江病院 ☎（22）2357
平井整形外科リハビリテーションクリニック ☎（24）8213
やまむら小児科・内科 ☎（45）0005

17日㈰
光永医院 ☎（22）2366
愛甲産婦人科 ☎（22）4020
たかはし小児科・内科医院 ☎（24）2222

24日㈰
堤病院附属九日町診療所 ☎（22）2366
みなみ眼科 ☎（22）4020
堤病院九日町診療所小児科 ☎（22）2251

31日㈰
みのだ内科循環器科 ☎（28）3111
三浦整形外科医院 ☎（22）3401
人吉医療センター小児科 ☎（22）2191

１月　行事予定
１金 元旦

２土
３日
４月
５火
６水
７木
８金
９土

10 日 区長文書

11 月 成人の日

12 火 災害臨時お知らせ版発行

13 水
14 木
15 金
16 土
17 日
18 月
19 火 ３歳６カ月児健診　午後１時 10 分～（錦町保健センター）

20 水
21 木 無料法律相談会　午後１時～（さくらドーム横コンテナハウス）

22 金 ホッとカフェ‘だんだん’午後１時～（大王原仮設団地）

23 土
24 日
25 月 広報くまむら発行

26 火
27 水
28 木
29 金 ホッとカフェ‘だんだん’午後１時～（グラウンド仮設団地）

30 土
31 日 マイナンバーカード申請・交付休日窓口

午前９時～（役場２階住民福祉課窓口）

相談・休日在宅当番医

新型コロナウイルス感染症の状況により行事などを
中止する場合があります。ご了承ください
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文芸の広場 毎月 10 日までふるさと創生課に提出ください。

税を考える週間
　11 月 11 日～ 17 日は全国一斉の「税を考える週間」でした。応募のあった一
勝地小学校から税に関する習字優秀賞５点が選出され、村長賞には、６年の谷

た に ぐ ち

口
響
ひ び き

希君の作品が選ばれました。

優秀賞

３年　友
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聖君 ４年　小
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桜さん ５年　毎
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月さん
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た に ぐ ち

口響
ひ び き

希君

村長賞

２年松
ま つ ふ ね

舟佳
よ し の

乃さん

12 月８日、校長
室で賞状の伝達を
行いました
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公費解体の申請期限を延長します

申請期限日 令和３年３月 31 日㈬

次のとおり公費解体の申請期限を延長しました。
なお、自費解体の申請期限は 12 月 25 日㈮までです。

申請受付　平日　９時～ 16 時
※事情ににより土日祝日などにしか申請ができない場
合は事前にご相談ください。

問い合わせ　生活環境課生活環境係　☎（32）1140

令和２年７月豪雨義援金の第２次配分

被害区分 県義援金 村義援金 合計

人的
被害

死亡者 １人あたり
50 万円

１人あたり
10 万円

60 万円

重傷者 １人あたり
５万円

１人あたり
１万円

６万円

住宅
被害

全壊 １世帯あたり
35 万円

１世帯あたり
５万円

40 万円

半壊
（大規模半壊含む）

１世帯あたり
17 万５千円

１世帯あたり
２万５千円

20 万円

一部損壊
（準半壊含む）

１世帯あたり
0 円

１世帯あたり
0 万円

0 万円

　第１次配分で申請した口座に振り込みを行います。
　なお、第１次分配時に申請をしていない世帯は申請後に第１次分配の金額
を含めた額を振り込みます。振込日　12 月 25 日㈮

問い合わせ　住民福祉課福祉係　☎ (32)1112


